































































































































いうエッセイに、「當然行くべき筈だつた旅行！     
河南の平原 山西の谷を捨てゝ而して、六人の隊
員を捨てゝ獨り希望も何も振捨て  ゝ 帰り度くもな 
 
 











































































































































































































































表 1 上海「駐在班」が執筆した 
「大旅行」報告書のうち水産物に関する作品 
―――――――――――――――――――― 
19期（1922）：第22巻『上海調査 一』、 
第2編「上海輸入品」のうち「海産物」 
21期（1924）：第25・28巻『上海ヲ中心トセル海産
物』（→昆布は28巻） 
24期（1927）：第14巻『上海調査』、第4編「上海附
近食品市場」のうち「日本鮮魚ノ産地」 
26期（1929）：第85巻『上海ニ於ケル海産物貿易状
況』 
資料：谷（1989）により作成。 
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